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本誌タイトル『ことばのうみ』は、本館第8代館長・大槻文彦編著に
よる日本最初の近代的国語辞典『言海（げんかい）』（1889～
1891年刊行）に由来する。

題字　作家・高田　宏 氏表紙エッセイ　　著者紹介

管野邦夫
かんの・くにお。１９２９年宮城県亘理町生ま
れ。宮城県農学校園芸学専攻科卒。
１９５０年より仙台市野草園造成に参加。園
長を務めるなど野草園運営に従事し、９０年
退職。現在名誉館長。

１９７２年モービル児童文化賞受賞。
主な著作に『草木と語る』（日本放送出版協
会）、『草と花の童話』（理論社）、『私の草木
賦』（日貿出版社）、『梟の花唄 せんだい四
季を遊ぶ』（河北新報出版センター）ほか。

図書館からのお知らせ I N F O R M A T I O N

東日本大震災関連の記録や資料をご寄贈ください。 す。先人が育んできた郷土ゆかりの貴重資料を実際に見て楽しんでいただ
くとともに、現代に受け継がれる優れた文化をご覧ください。
●期　間 ： 平成２５年７月６日（土）～１０月２５日（金）
●時　間 ： 図書館開館日の午前９時から午後５時まで
●場　所 ： 宮城県図書館２階展示室

 宮城県図書館では「東日本大震災」や復旧・復興に関する記録や資料を収
集し、多くの皆さんにご利用いただけるように努めています。また永く後世
に引き継いで参ります。詳しくは館内に設置しております資料寄贈に関す
るチラシ、またはホームページをご覧ください。   
●送付・問合せ先 ： 宮城県図書館　震災文庫整備チーム
　　　　　　　　〒981-3205　仙台市泉区紫山1-1-1
　　　　　　　　TEL : 022-377-8498   FAX : 022-377-8492
                       E-メール : librarysb@pref.miyagi.jp

『きらめく叡智と美のしずく』展

　平成25年4月より宮城県図書館２階西側に宮城県公文書館が移転開館
しました。公文書館は、歴史的・文化的に価値の高い過去の行政文書などを
収集・保存し、公開しております。皆様のご利用をお待ちしております。
●開館時間 ： 午前９時から午後５時まで
●休 館 日 ： 日曜日及び月曜日、国民の祝日（土曜日を除き、月曜日に当
　　　　　  たる場合はその日後の直近の休日でない日）
　　　　　  ※図書館の休館日と違いますのでご注意下さい。

宮城県公文書館移転のおしらせ

図書館員から読書のすすめ
librarian's selection

BO OK 『あなたのために　いのちを支えるスープ』『あなたのために　いのちを支えるスープ』

　７年程前、祖父母が病の床に就きました。２人の健康を気遣い、両親が
作っていたのが辰巳さんのスープです。離れて暮らす私の自宅にもクール
宅配便で届くそのスープからは両親の愛情と食材への感謝、そしていのち
を慈しむ心が伝わってくるような気がします。
　食といのちとのかかわりを伝える辰巳さんの視点は日々の料理だけでは
なく、食材や、食材の生産者へも及びます。生産者と消費者が分離して
から久しい社会では、多くの消費者は自身の利便性を追及し、生産者から
離れがちとなっているのかもしれません。安価で豊富な食材を過剰に求め
ることは、生産方法や食品の安全性の低下につながる可能性もあるので
はないかと考えます。生産者が良質で、安全な食材を作り続けていくため
には、消費者が生産者に思いをはせ、日々の食事で支えることも必要で
あり、そのことが食材をとおして私たちのいのちに還元されるのだと、こ
の本を読み返すたびに思います。
　関連する本として、辰巳さんの他の著作のほか、農業や食事に関わりの

ある本をあわせて紹介します。子どもたちはもちろん、大人にとっても食
事は体と豊かな心を育むために大切なものだとあらためて考えさせられる、
いわゆる食育の本。バイオマスエネルギーの普及、穀物価格の上昇、食
料自給率の低下など食料や飲料水に関する国際的な現状と国内の農業に
ついて知ることができる本。私たちの食習慣と、その影響について考える
本。読者に永く愛され、読んだ後に食べたくなる美味しそうな料理が登場
する本や、食事に関
する小説。テーマは
異なりますが、いずれ
も読んだ後に、食事
のしかたが少し変わる
本ではないかと思い
ます。いのちを慈しむ
という辰巳さんの思い
を感じていただけたら
嬉しく思います。

資料奉仕部資料情報班　　橘川　志津

　宮城県図書館の所蔵している坤輿万国全図（国指定重要文化財）、禽譜
（県指定文化財）、魚蟲譜（県指定文化財）などの貴重資料を展示していま

こ ん な 本 を 選 び ま し た

辰巳芳子著（文化出版局）
辰巳芳子著（筑摩書房）

辰巳浜子・辰巳芳子著（文藝春秋）

大久保満男編（中央公論新社）
小泉武夫（NHK出版）

池波正太郎著（平凡社）
高田郁著（角川春樹事務所）

●辰巳芳子さん著作
　　「あなたのために」
　　「この国の食を守りたい」
　　「娘につたえる私の味  新版」

●いのちと食について
　　「いのちと食」
　　「いのちと心のごはん学」
●食についての小説・エッセイ
　　「池波正太郎のそうざい料理帖」
　　「八朔の雪」


